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高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
石
阪
市
政
が
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
認
知
症
施
策
の
評
価
と

今
後
、
期
待
す
る
こ
と
は
。

　
市
長
　
ほ
か
の
自
治
体
に
先
駆

け
て
Ｄ
カ
フ
ェ
を
開
始
、
ま
ち
だ

Ｄ
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、
市
民
後
見
人

の
育
成
、
こ
う
し
た
取
組
を
い
ち

早
く
着
手
し
、
推
進
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
認
知
症
と

と
も
に
生
き
る
ま
ち
が
実
現
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
成
瀬
・
成
瀬
台
地
区
で
検

討
さ
れ
て
い
る
新
た
な
支
え
合
い

交
通
の
取
組
へ
の
支
援
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
運
行
実
現

に
向
け
て
事
業
者
等
と
調
整
を
行

う
な
ど
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
問
→
高
齢
者
が
社
会
参
加
す
る

た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
場
所

の
確
保
が
大
切
と
考
え
る
が
、
市

が
行
っ
て
い
る
支
援
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
の
事
業
所
な
ど
に
働
き
か
け
、

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
児
イ
ン
フ
ル
補

助
／
子
育
て
支
援

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
→
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
任
意
接
種
へ
の
助
成
を
。

経
鼻
生
ワ
ク
チ
ン
も
対
象
に
。

　
保
健
所
長
　
子
育
て
世
代
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

後
の
事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
都
の
事
業
で

は
、
25
年
度
か
ら
経
鼻
生
ワ
ク
チ

ン
も
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
保
護
者
の
就
労
と
子
育
て

の
両
立
の
た
め
、
小
一
の
壁
と
言

わ
れ
る
朝
の
居
場
所
づ
く
り
の
全

校
対
応
と
夏
休
み
の
学
童
へ
の
配

食
の
全
施
設
対
応
が
必
要
だ
が
。

　
学
校
教
育
部
長
　
統
合
校
２
校

以
外
の
小
学
校
に
お
い
て
も
で
き

る
だ
け
早
期
に
朝
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
鶴
川
エ
リ

ア
で
の
本
格
実
施
や
そ
れ
以
外
の

エ
リ
ア
で
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
、
各
エ
リ
ア
の
給
食
セ

ン
タ
ー
事
業
者
や
所
管
部
署
と
話

合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
・

香
害
・
緑
地
保
全

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
多
様
な
性
の
尊
重
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
。

　
市
民
部
長
　
導
入
自
治
体
が
少

し
ず
つ
増
え
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
導
入
は
、
社
会
情

勢
や
近
隣
自
治
体
な
ど
の
動
向
を

注
視
し
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
市
民
病
院
に
お
け
る
化
学

物
質
過
敏
症
の
患
者
へ
の
配
慮
は
。

　
市
民
病
院
事
務
部
長
　
業
者
が

白
衣
等
全
て
の
品
目
に
つ
い
て
抗

菌
剤
が
配
合
さ
れ
た
洗
剤
で
洗
濯

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
無
香
料
洗

剤
で
あ
る
こ
と
及
び
抗
菌
剤
の
配

合
の
有
無
な
ど
、
品
目
ご
と
に
し

っ
か
り
と
把
握
し
、
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
市
境
の
公
園
・
緑
地
に
お

け
る
落
枝
等
危
険
木
へ
の
対
応
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
伐
採
や

剪
定
、
作
業
に
時
間
が
か
か
る
場

合
は
、
一
時
的
に
区
域
の
閉
鎖
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
所
有
者
が
市

で
は
な
い
場
合
、
速
や
か
に
連
絡

し
、
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

駐
輪
場
・
学
園
前

踏
切
・
ス
ポ
ー
ツ

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
鶴
川
駅
と
玉
川
学
園
前
駅

周
辺
の
駐
輪
場
の
利
用
状
況
を
調

査
し
、
今
後
の
駐
輪
場
整
備
方
針

に
反
映
す
べ
き
で
は
。

　
道
路
部
長
　
利
用
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
確
認
し
、
整
備
方
針
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
→
鶴
川
５
号
踏
切
除
却
に
向

け
、
町
田
３
・
４
・
32
号
の
道
路

整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

　
道
路
部
長
　
優
先
整
備
路
線
に

位
置
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
優
先
整

備
路
線
は
、
事
業
の
継
続
性
や
実

現
性
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
選
定

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
学
校
統
合
等
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
を
「
す
る
」
場
へ
の
影
響
と

そ
れ
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
利

用
団
体
の
活
動
場
所
や
時
間
等
に

変
更
が
生
じ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用

案
内
や
近
隣
学
校
施
設
の
利
用
に

向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
・
学
校
統

廃
合
・
再
エ
ネ
他

　
秋
田
し
づ
か
（
諸
派
）

　
問
→
相
原
や
玉
川
学
園
等
の
公

設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
地
域

の
状
況
を
鑑
み
て
残
せ
な
い
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
公
設
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
28
年
度
末
に
終
了

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
市
と
し

て
は
、
引
き
続
き
、
指
定
管
理
者

の
意
向
に
沿
っ
て
都
と
の
調
整
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
→
本
町
田
地
区
・
南
成
瀬
地

区
の
学
校
統
廃
合
で
は
ほ
と
ん
ど

補
助
金
が
出
な
か
っ
た
。
国
や
都

の
補
助
金
制
度
が
充
実
す
る
ま
で

待
つ
べ
き
で
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
児
童
生
徒
数

減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
っ
て
い

ま
す
。
少
子
化
や
学
校
施
設
の
老

朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
計

画
的
に
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
→
市
の
公
共
施
設
の
電
力
調

達
の
現
状
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
市
の
公
共
施

設
全
体
の
電
力
使
用
量
の
う
ち
、

約
65
％
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

ゼ
ロ
の
電
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
新
た
な
財
産

に
な
る
事
を
願
い

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問
→
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
お

け
る
跡
地
活
用
の
検
討
状
況
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
廃
校
予
定
の

学
校
は
、
跡
地
活
用
の
検
討
を
進

め
て
い
る
町
田
第
三
小
を
含
め
小
、

中
学
校
合
わ
せ
て
20
校
で
す
。
学

校
統
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る
ま
で

に
次
の
活
用
策
を
決
定
し
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
有
料
広
告
事
業
に

つ
い
て
現
状
と
課
題
は
。

　
総
務
部
長
　
効
果
額
は
24
年
度

が
６
３
６
９
万
円
、
23
年
度
比
１

４
９
２
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

く
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
有
料
広
告
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

周
知
す
る
こ
と
は
企
業
か
ら
の
応

募
、
市
民
の
理
解
を
得
る
の
に
大

事
な
の
で
町
田
市
で
も
他
市
の
事

例
と
同
様
の
取
組
が
で
き
な
い
か
。

　
総
務
部
長
　
ご
提
案
い
た
だ
い

た
こ
と
も
踏
ま
え
、
他
市
の
事
例

を
参
考
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
の
歩
み
後
世

に
継
承
さ
れ
た
し

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
５
期
20
年
の
市
政
の
取
組

を
市
長
目
線
、
考
え
方
で
、
後
世

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
現

石
阪
丈
一
市
長
の
み
で
す
。
町
田

の
歴
史
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、

多
様
な
施
策
や
印
象
深
い
出
来
事

な
ど
を
著
書
と
し
て
世
に
出
さ
れ

た
い
。
そ
の
使
命
が
市
長
に
は
あ

る
。
最
後
に
こ
の
間
の
ご
尽
力
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
市
長
　
市
長
に
就
任
し
て
20
年
、

「
広
報
ま
ち
だ
」
に
、
カ
ワ
セ
ミ

通
信
を
毎
月
連
載
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
カ
ワ

セ
ミ
通
信
を
５
期
20
年
の
記
録
だ

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
し

て
、
20
年
ぐ
ら
い
先
に
は
、
町
田

市
史
の
中
で
ど
う
い
う
形
で
ど
う

い
う
施
策
を
し
て
き
た
か
と
い
う

の
を
少
し
ぐ
ら
い
は
、
私
の
名
前

と
い
う
よ
り
市
の
施
策
と
し
て
歴

史
に
残
し
て
い
く
と
い
う
作
業
は

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
に
譲
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
対
策
・
町
田

市
手
話
言
語
条
例

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問
→
学
校
跡
地
に
お
い
て
引
き

継
ぐ
避
難
施
設
機
能
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
市
長
　
給
水
機
能
と
し
て
の
応

急
給
水
栓
や
受
水
槽
な
ど
、
災
害

時
の
イ
ン
フ
ラ
支
援
に
当
た
る
設

備
を
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る

よ
う
、
引
き
継
ぐ
避
難
施
設
機
能

の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
→
避
難
施
設
へ
向
か
う
こ
と

が
難
し
い
在
宅
避
難
の
災
害
時
要

配
慮
者
が
、
物
資
等
の
情
報
を
得

る
方
法
は
あ
る
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
オ
ー
プ
ン
チ

ャ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
習
得
が
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
→
（
仮
称
）
町
田
市
手
話
言

語
条
例
制
定
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
27
年
11
月
頃

ま
で
に
は
、
町
田
市
障
が
い
者
施

策
推
進
協
議
会
か
ら
条
例
案
の
答

申
を
受
け
て
、
28
年
第
１
回
市
議

会
定
例
会
に
上
程
す
る
予
定
で
す
。

人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
社
会
へ

　
藤
田
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
地
方
行
政
の
役
割

に
つ
い
て
、
市
長
の
行
政
経
営
に

対
す
る
想
い
と
と
も
に
伺
う
。

　
市
長
　
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
な

が
ら
、
市
民
目
線
の
サ
ー
ビ
ス
や

価
値
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
よ
う
な

思
い
を
持
っ
て
行
政
経
営
改
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
問
→
新
公
会
計
制
度
の
取
組
は
。

　
市
長
　
施
策
の
目
的
を
改
め
て

共
有
し
、
組
織
の
課
題
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
と
い
う
意
識
改
革

に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
心
の
教
育
サ
ポ
ー
ト
と
家

庭
支
援
の
児
童
相
談
所
、
子
ど
も

家
庭
支
援
課
、
児
童
養
護
施
設
等

と
学
校
と
の
連
携
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
速
や
か
に
相

談
、
通
告
し
、
必
要
に
応
じ
て
合

同
で
会
議
を
開
催
し
て
対
応
を
協

議
し
て
い
ま
す
。
児
童
養
護
施
設

と
は
、
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

町
田
を
目
指
し
て

　
熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
町
三
小
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
校
庭
や
校
舎

が
あ
る
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
盆

踊
り
や
運
動
会
な
ど
の
地
域
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
こ
れ
ま
で
ど

お
り
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
問
→
金
井
小
に
在
校
し
て
い
る

生
徒
も
今
回
の
本
町
田
ひ
な
た
小

に
移
動
し
た
こ
と
に
よ
る
緩
和
と

同
じ
よ
う
に
や
る
べ
き
だ
が
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
区
変
更
時

の
28
年
度
の
と
き
に
金
井
小
学
校

に
在
校
し
て
い
る
生
徒
、
２
年
生

か
ら
６
年
生
に
つ
い
て
は
、
変
更

前
の
金
井
小
学
校
に
引
き
続
き
通

学
す
る
こ
と
も
、
変
更
後
の
藤
の

台
小
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
も
、

ど
ち
ら
も
選
択
で
き
ま
す
。

　
問
→
流
用
や
不
用
の
考
え
方
、

財
産
管
理
の
考
え
方
を
職
員
に
し

っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら
う
べ
き
。

　
総
務
部
長
　
引
き
続
き
、
研
修

等
を
通
じ
て
能
力
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経鼻生ワクチン接種のイメージ

市
の
生
成
Ａ
Ｉ
の

取
組
に
つ
い
て

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
市
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
取
組
状

況
と
今
後
の
利
活
用
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
市
民
向
け
と
し

て
、
Ａ
Ｉ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
提
供
、

職
員
向
け
に
、
議
事
録
作
成
ア
プ

リ
を
導
入
な
ど
、
今
後
も
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
改
革
と
職
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
立
総
合
体
育
館
の

大
規
模
改
修
に
向
け
て
の
現
状
と

改
修
に
向
け
た
取
組
状
況
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
25

年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
て
基
本

実
施
設
計
を
進
め
、
27
年
度
の
工

事
着
手
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
境
川
の
調
節
池
（
金
森
・

木
曽
東
・
木
曽
西
）
工
事
の
進
捗

状
況
及
び
神
奈
川
県
管
理
区
間
の

河
川
整
備
状
況
は
。

　
下
水
道
部
長
　
金
森
は
28
年
度
、

木
曽
東
は
26
年
度
、
木
曽
西
は
35

年
度
の
事
業
完
了
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
県
管
理
区
間
に
つ
い
て
、

用
地
取
得
や
改
修
工
事
を
進
め
、

33
年
度
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。


